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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信のための装置であって、
　前記装置とデバイスとの間でスピードフレーム交換の一部として交換されているフレー
ムの第１のシーケンスのうちのデータフレームの応答指示フィールドの少なくとも１つの
ビットの値によって、前記装置がフレームの第２のシーケンスの後続のスピードフレーム
交換を開始しているかどうかを示すように構成された処理システムと、ここにおいて、前
記処理システムは、前記応答指示フィールドの前記少なくとも１つのビットを、前記装置
が前記後続のスピードフレーム交換を開始していることを示すためにＬｏｎｇ　Ｒｅｓｐ
ｏｎｓｅに関連付けられた値に設定するように構成され、
　前記データフレームを前記デバイスに送信するように構成された送信機と、
　前記データフレームの送信後に、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なくとも
１つのフレームを前記デバイスから受信するように構成された受信機と、
を備え、
　前記処理システムは、
　　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームの応答指示
フィールドの少なくとも１つのビットの値がＩｍｍｅｄｉａｔｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関
連付けられる場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレ
ームがバースト応答の最後のフレームであると決定することと、
　　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームの前記応答
指示フィールドの前記少なくとも１つのビットの前記値がＮｏ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連
付けられる場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレー
ムが前記バースト応答の前記最後のフレームではないと決定することと、
　　前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレームであると決
定される場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレーム
に応答して、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なくとも別のフレームを生成す



(2) JP 2016-530825 A5 2018.8.16

ることと、
　を行うようにさらに構成され、
　前記送信機は、前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレー
ムであると決定される場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも別
のフレームを前記デバイスに送信するようにさらに構成される、装置。
【請求項２】
　前記受信機は、１に設定されたＭｏｒｅＤａｔａフィールドを有するフレームを受信す
るようにさらに構成され、
　前記処理システムは、前記データフレームの前記応答指示フィールドの前記少なくとも
１つのビットを、１に設定された前記ＭｏｒｅＤａｔａフィールドを有する前記フレーム
を受信した後に、Ｌｏｎｇ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた前記値に設定するように
さらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記処理システムは、フレームの前記第２のシーケンスのうちのデータフレームの応答
指示フィールドの少なくとも１つのビットを、前記装置がフレームの第３のシーケンスの
後続のスピードフレーム交換を開始していないことを示すために固定された持続時間を有
する応答のタイプに関連付けられた値に設定するようにさらに構成され、
　前記送信機は、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記データフレームを前記デ
バイスに送信するようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記受信機は、０に設定されたＭｏｒｅＤａｔａフィールドを有するフレームを受信す
るようにさらに構成され、
　前記処理システムは、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記データフレームの
前記応答指示フィールドの前記少なくとも１つのビットを、０に設定された前記Ｍｏｒｅ
Ｄａｔａフィールドを有する前記フレームを受信した後に、前記固定された持続時間を有
する前記応答のタイプに関連付けられた前記値に設定するようにさらに構成される、請求
項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記処理システムは、フレームの前記第２のシーケンスのうちのデータフレームの応答
指示フィールドの少なくとも１つのビットを、前記装置がフレームの第３のシーケンスの
後続のスピードフレーム交換を開始していないことを示すためにＮｏ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ
、ヌルデータパケット（ＮＤＰ）Ｒｅｓｐｏｎｓｅ、またはＮｏｒｍａｌ　Ｒｅｓｐｏｎ
ｓｅのうちの少なくとも１つに関連付けられた値に設定するようにさらに構成され、
　前記送信機は、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記データフレームを前記デ
バイスに送信するようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　無線通信のための装置であって、
　前記装置とデバイスとの間でスピードフレーム交換の一部として交換されているフレー
ムの第１のシーケンスのうちのデータフレームを受信するように構成された受信機と、
　前記データフレームの応答指示フィールドの少なくとも１つのビットの値がＬｏｎｇ　
Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられる場合、前記デバイスがフレームの第２のシーケンスの
後続のスピードフレーム交換を開始していると決定することと、
　前記デバイスが前記後続のスピードフレーム交換を開始していると決定した後に、応答
指示フィールドを備える、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なくとも１つのフ
レームを生成することと、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームの前記応答指
示フィールドの少なくとも１つのビットを、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前
記少なくとも１つのフレームがバースト応答の最後のフレームである場合にはＩｍｍｅｄ
ｉａｔｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた値に、またはフレームの前記第２のシーケ
ンスのうちの前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレームで
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はない場合にはＮｏ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた値に、設定することと、
　を行うように構成された処理システムと、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームを前記デバイ
スに送信するように構成された送信機と、
を備える、装置。
【請求項７】
　装置による無線通信のための方法であって、
　前記装置とデバイスとの間でスピードフレーム交換の一部として交換されているフレー
ムの第１のシーケンスのうちのデータフレームの応答指示フィールドの少なくとも１つの
ビットの値によって、前記装置がフレームの第２のシーケンスの後続のスピードフレーム
交換を開始しているかどうかを示すことと、ここにおいて、前記示すことは、前記応答指
示フィールドの前記少なくとも１つのビットを、前記装置が前記後続のスピードフレーム
交換を開始していることを示すためにＬｏｎｇ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた値に
設定することを備え、
　前記データフレームを前記デバイスに送信することと、
　前記データフレームを送信した後に、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なく
とも１つのフレームを前記デバイスから受信することと、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームの応答指示フ
ィールドの少なくとも１つのビットの値がＩｍｍｅｄｉａｔｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連
付けられる場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレー
ムがバースト応答の最後のフレームであると決定することと、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームの前記応答指
示フィールドの前記少なくとも１つのビットの前記値がＮｏ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付
けられる場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレーム
が前記バースト応答の前記最後のフレームではないと決定することと、
　前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレームであると決定
される場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームに
応答して、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なくとも別のフレームを生成する
ことと、
　前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレームであると決定
される場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも別のフレームを前
記デバイスに送信することと、
を備える、方法。
【請求項８】
　前記データフレームの前記応答指示フィールドの前記少なくとも１つのビットは、１に
設定されたＭｏｒｅＤａｔａフィールドを有するフレームを受信した後に、Ｌｏｎｇ　Ｒ
ｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた前記値に設定される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　フレームの前記第２のシーケンスのうちのデータフレームの応答指示フィールドの少な
くとも１つのビットを、前記装置がフレームの第３のシーケンスの後続のスピードフレー
ム交換を開始していないことを示すために固定された持続時間を有する応答のタイプに関
連付けられた値に設定することと、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記データフレームを前記デバイスに送信す
ることと、
をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記データフレームの前記応答指示フィール
ドの前記少なくとも１つのビットは、０に設定されたＭｏｒｅＤａｔａフィールドを有す
るフレームを受信した後に、固定された持続時間を有する前記応答のタイプに関連付けら
れた前記値に設定される、請求項９に記載の方法。
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【請求項１１】
　フレームの前記第２のシーケンスのうちのデータフレームの応答指示フィールドの少な
くとも１つのビットを、前記装置がフレームの第３のシーケンスの後続のスピードフレー
ム交換を開始していないことを示すためにＮｏ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ、ヌルデータパケット
（ＮＤＰ）Ｒｅｓｐｏｎｓｅ、またはＮｏｒｍａｌ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅのうちの少なくと
も１つに関連付けられた値に設定することと、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記データフレームを前記デバイスに送信す
ることと、
をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　装置による無線通信のための方法であって、
　前記装置とデバイスとの間でスピードフレーム交換の一部として交換されているフレー
ムの第１のシーケンスのうちのデータフレームを受信することと、
　前記データフレームの応答指示フィールドの少なくとも１つのビットの値がＬｏｎｇ　
Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられる場合、前記デバイスがフレームの第２のシーケンスの
後続のスピードフレーム交換を開始していると決定することと、
　前記デバイスが前記後続のスピードフレーム交換を開始していると決定した後に、応答
指示フィールドを備える、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なくとも１つのフ
レームを生成することと、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームの前記応答指
示フィールドの少なくとも１つのビットを、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前
記少なくとも１つのフレームがバースト応答の最後のフレームである場合にはＩｍｍｅｄ
ｉａｔｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた値に、またはフレームの前記第２のシーケ
ンスのうちの前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレームで
はない場合にはＮｏ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた値に、設定することと、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームを前記デバイ
スに送信することと、
を備える、方法。
【請求項１３】
　無線通信のための装置であって、
　前記装置とデバイスとの間でスピードフレーム交換の一部として交換されているフレー
ムの第１のシーケンスのうちのデータフレームの応答指示フィールドの少なくとも１つの
ビットの値によって、前記装置がフレームの第２のシーケンスの後続のスピードフレーム
交換を開始しているかどうかを示すための手段と、ここにおいて、示すための前記手段は
、前記応答指示フィールドの前記少なくとも１つのビットを、前記装置が前記後続のスピ
ードフレーム交換を開始していることを示すためにＬｏｎｇ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付
けられた値に設定するための手段を備え、
　前記データフレームを前記デバイスに送信するための手段と、
　前記データフレームを送信した後に、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なく
とも１つのフレームを前記デバイスから受信するための手段と、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームの応答指示フ
ィールドの少なくとも１つのビットの値がＩｍｍｅｄｉａｔｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連
付けられる場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレー
ムがバースト応答の最後のフレームであると決定するための手段と、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームの前記応答指
示フィールドの前記少なくとも１つのビットの前記値がＮｏ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付
けられる場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレーム
が前記バースト応答の前記最後のフレームではないと決定するための手段と、
　前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレームであると決定
される場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームに
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応答して、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なくとも別のフレームを生成する
ための手段と、
　前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレームであると決定
される場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも別のフレームを前
記デバイスに送信するための手段と、
を備える、装置。
【請求項１４】
　前記データフレームの前記応答指示フィールドの前記少なくとも１つのビットは、１に
設定されたＭｏｒｅＤａｔａフィールドを有するフレームを受信した後に、Ｌｏｎｇ　Ｒ
ｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた前記値に設定される、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　フレームの前記第２のシーケンスのうちのデータフレームの応答指示フィールドの少な
くとも１つのビットを、前記装置がフレームの第３のシーケンスの後続のスピードフレー
ム交換を開始していないことを示すために固定された持続時間を有する応答のタイプに関
連付けられた値に設定するための手段と、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記データフレームを前記デバイスに送信す
るための手段と、
をさらに備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記データフレームの前記応答指示フィール
ドの前記少なくとも１つのビットは、０に設定されたＭｏｒｅＤａｔａフィールドを有す
るフレームを受信した後に、前記固定された持続時間を有する前記応答のタイプに関連付
けられた前記値に設定される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　フレームの前記第２のシーケンスのうちのデータフレームの応答指示フィールドの少な
くとも１つのビットを、前記装置がフレームの第３のシーケンスの後続のスピードフレー
ム交換を開始していないことを示すためにＮｏ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ、ヌルデータパケット
（ＮＤＰ）Ｒｅｓｐｏｎｓｅ、またはＮｏｒｍａｌ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅのうちの少なくと
も１つに関連付けられた値に設定するための手段と、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記データフレームを前記デバイスに送信す
るための手段と、
をさらに備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１８】
　無線通信のための装置であって、
　前記装置とデバイスとの間でスピードフレーム交換の一部として交換されているフレー
ムの第１のシーケンスのうちのデータフレームを受信するための手段と、
　前記データフレームの応答指示フィールドの少なくとも１つのビットの値がＬｏｎｇ　
Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられる場合、前記デバイスがフレームの第２のシーケンスの
後続のスピードフレーム交換を開始していると決定するための手段と、
　前記デバイスが前記後続のスピードフレーム交換を開始していると決定した後に、応答
指示フィールドを備える、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なくとも１つのフ
レームを生成するための手段と、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームの前記応答指
示フィールドの少なくとも１つのビットを、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前
記少なくとも１つのフレームがバースト応答の最後のフレームである場合にはＩｍｍｅｄ
ｉａｔｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた値に、またはフレームの前記第２のシーケ
ンスのうちの前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレームで
はない場合にはＮｏ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた値に、設定するための手段と、
　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームを前記デバイ
スに送信するための手段と、
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を備える、装置。
【請求項１９】
　装置が、前記装置とデバイスとの間でスピードフレーム交換の一部として交換されてい
るフレームの第１のシーケンスのうちのデータフレームの応答指示フィールドの少なくと
も１つのビットの値によって、前記装置がフレームの第２のシーケンスの後続のスピード
フレーム交換を開始しているかどうかを示すことと、ここにおいて、前記示すことは、前
記応答指示フィールドの前記少なくとも１つのビットを、前記装置が前記後続のスピード
フレーム交換を開始していることを示すためにＬｏｎｇ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けら
れた値に設定することを備え、
　前記装置が、前記データフレームを前記デバイスに送信することと、
　前記装置が、前記データフレームを送信した後に、フレームの前記第２のシーケンスの
うちの少なくとも１つのフレームを前記デバイスから受信することと、
　前記装置が、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレーム
の応答指示フィールドの少なくとも１つのビットの値がＩｍｍｅｄｉａｔｅ　Ｒｅｓｐｏ
ｎｓｅに関連付けられる場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも
１つのフレームがバースト応答の最後のフレームであると決定することと、
　前記装置が、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレーム
の前記応答指示フィールドの前記少なくとも１つのビットの前記値がＮｏ　Ｒｅｓｐｏｎ
ｓｅに関連付けられる場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１
つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレームではないと決定することと、
　前記装置が、前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレーム
であると決定される場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つ
のフレームに応答して、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なくとも別のフレー
ムを生成することと、
　前記装置が、前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレーム
であると決定される場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも別の
フレームを前記デバイスに送信することと、
　を行うためのインストラクションを記憶した、非一時的なコンピュータ読取可能媒体。
【請求項２０】
　装置が、前記装置とデバイスとの間でスピードフレーム交換の一部として交換されてい
るフレームの第１のシーケンスのうちのデータフレームを受信することと、
　前記装置が、前記データフレームの応答指示フィールドの少なくとも１つのビットの値
がＬｏｎｇ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられる場合、前記デバイスがフレームの第２の
シーケンスの後続のスピードフレーム交換を開始していると決定することと、
　前記装置が、前記デバイスが前記後続のスピードフレーム交換を開始していると決定し
た後に、応答指示フィールドを備える、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なく
とも１つのフレームを生成することと、
　前記装置が、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレーム
の前記応答指示フィールドの少なくとも１つのビットを、フレームの前記第２のシーケン
スのうちの前記少なくとも１つのフレームがバースト応答の最後のフレームである場合に
はＩｍｍｅｄｉａｔｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた値に、またはフレームの前記
第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後
のフレームではない場合にはＮｏ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた値に、設定するこ
とと、
　前記装置が、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレーム
を前記デバイスに送信することと、
　を行うためのインストラクションを記憶した、非一時的なコンピュータ読取可能媒体。
【請求項２１】
　アクセスポイント（ＡＰ）であって、
　少なくとも１つのアンテナと、
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　前記ＡＰとデバイスとの間でスピードフレーム交換の一部として交換されているフレー
ムの第１のシーケンスのうちのデータフレームの応答指示フィールドの少なくとも１つの
ビットの値によって、前記ＡＰがフレームの第２のシーケンスの後続のスピードフレーム
交換を開始しているかどうかを示すように構成された処理システムと、ここにおいて、前
記処理システムは、前記応答指示フィールドの前記少なくとも１つのビットを、前記ＡＰ
が前記後続のスピードフレーム交換を開始していることを示すためにＬｏｎｇ　Ｒｅｓｐ
ｏｎｓｅに関連付けられた値に設定するように構成され、
　前記データフレームを前記少なくとも１つのアンテナを介して前記デバイスに送信する
ように構成された送信機と、
　前記データフレームの送信後に、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なくとも
１つのフレームを前記デバイスから前記少なくとも１つのアンテナを介して受信するよう
に構成された受信機と、
を備え、
　前記処理システムは、
　　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームの応答指示
フィールドの少なくとも１つのビットの値がＩｍｍｅｄｉａｔｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関
連付けられる場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレ
ームがバースト応答の最後のフレームであると決定することと、
　　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームの前記応答
指示フィールドの前記少なくとも１つのビットの前記値がＮｏ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連
付けられる場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレー
ムが前記バースト応答の前記最後のフレームではないと決定することと、
　　前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレームであると決
定される場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレーム
に応答して、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なくとも別のフレームを生成す
ることと、
　を行うようにさらに構成され、
　前記送信機は、前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレー
ムであると決定される場合、フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも別
のフレームを前記少なくとも１つのアンテナを介して前記デバイスに送信するようにさら
に構成される、ＡＰ。
【請求項２２】
　ステーション（ＳＴＡ）であって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　前記ＳＴＡとデバイスとの間でスピードフレーム交換の一部として交換されているフレ
ームの第１のシーケンスのうちのデータフレームを前記少なくとも１つのアンテナを介し
て受信するように構成された受信機と、
　　前記データフレームの応答指示フィールドの少なくとも１つのビットの値がＬｏｎｇ
　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられる場合、前記デバイスがフレームの第２のシーケンス
の後続のスピードフレーム交換を開始していると決定することと、
　　前記デバイスが前記後続のスピードフレーム交換を開始していると決定した後に、応
答指示フィールドを備える、フレームの前記第２のシーケンスのうちの少なくとも１つの
フレームを生成することと、
　　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームの前記応答
指示フィールドの少なくとも１つのビットを、フレームの前記第２のシーケンスのうちの
前記少なくとも１つのフレームがバースト応答の最後のフレームである場合にはＩｍｍｅ
ｄｉａｔｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた値に、またはフレームの前記第２のシー
ケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームが前記バースト応答の前記最後のフレーム
ではない場合にはＮｏ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関連付けられた値に、設定することと、
　を行うように構成された処理システムと、
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　フレームの前記第２のシーケンスのうちの前記少なくとも１つのフレームを前記少なく
とも１つのアンテナを介して前記デバイスに送信するように構成された送信機と、
を備える、ＳＴＡ。
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